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立 

春 

二
月
三
日 

 
 

春
の
始
ま
り
。「
春
の
気
始
め
て
立
つ
」 

 

雨 

水 

二
月
十
八
日 

 

雪
が
雨
に
変
わ
り
、
氷
が
融
け
て
水
に
な
る
。  

 
 

 

「
氷
雪
融
け
雨
水
温
む
」 

    

二十四節季 

オ
キ
ド
キ
ニ
ュ
ー
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
月
号 

《
総
務
課
よ
り
》 

利
用
料
の
お
支
払
い
は
毎
月
二
十
日
ま
で
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
窓
口
で
の
お
支
払
い
は
年
中
無
休
、
午

前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。  

オキドキニュース ２月号 オキドキニュース ２月号 令和７年２月１日発行 

 
 

 丼
丼
グ
ル
メ
「
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
」 

ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
と
は
、
福
井
県
の
ご
当
地
グ
ル
メ

で
、
薄
く
ス
ラ
イ
ス
さ
れ
た
豚
肉
を
き
め
細
か
い
パ

ン
粉
で
カ
ラ
ッ
と
揚
げ
、
熱
々
の
う
ち
に
ソ
ー
ス
に

絡
め
た
カ
ツ
を
ご
飯
に
の
せ
た
料
理
で
す
。 

昼
食
に
提
供
し
ま
す
の
で 

是
非
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。 

  

写真はあくまでイメージです。 

 

介
護
保
険
証
の
更
新
手
続
き
は
お
早
め
に 

ご
利
用
者
の
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
か
ら
、

有
効
期
限
二
ヶ
月
前
に
更
新
手
続
き
の
申
請

書
類「
介
護
保
険
（変
更
・更
新
）申
請
書
」
が
郵

送
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
速
や

か
に
市
区
町
村
に
ご
提
出
し
て
頂
く
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。 

更
新
手
続
き
が
遅
れ
、
認
定

有
効
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
と
、「
新
た

な
要
介
護
度
」
が
決
ま
ら
な
い
た
め
に
、「
保
険

請
求
、
利
用
料
の
請
求
、
今
後
の
方
向
性
の
支

援
」
な
ど
が
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
介
護
認
定

の
結
果「
要
支
援
」
と
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、
入

所
の
継
続
が
出
来
ず
退
所
と
な
り
ま
す
の
で
、

「
介
護
保
険
の
更
新
手
続
き
書
類
」が
郵
送
さ

れ
ま
し
た
ら
、
直
ぐ
に
申
請
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

 

【
施
設
内
床
清
掃
の
お
知
ら
せ
】 

左
記
の
日
時
に
て
、
清
掃
業
者
に
よ
る
施
設
内
の

「
床
清
掃
」「
ワ
ッ
ク
ス
掛
け
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

日 
 

時 
 

 

二
月
二
十
三
日
（ 

日
曜
日
） 

 

作
業
時
間 

 
 

午
前
九
時
～
午
後
四
時 
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Ａ班（４人）

　９：００　～　　９：３０　受付・相談室

　９：３０　～　１０：３０　地下

１０：３０　～　１２：００　２階共用部分・西側階段

１３：００　～　１６：００　３階共用部分、東側階段

Ｂ班（４人）

　９：００　～　１０：５０　リハビリ・デイルーム

１０：５０　～　１２：００　別館

１３：００　～　１６：００　クリニック

２月 10日昼食に提供 

新 

年 
会 

令
和
七
年
一
月
五
日
（ 
日
曜
日
）
、「
オ
キ
ド
キ

新
年
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

ご
利
用
者
に
正
月
の
気
分
を
味
わ
っ
て
頂
こ
う

と
、
フ
ロ
ア
の
一
角
に『
オ
キ
ド
キ
神
社
』
設
け
て
、

ご
利
用
者
の
皆
様
に
お
参
り
し
て
頂
き
ま
し
た
。

ご
。
職
員
が
扮
す
る
巫
女
が
、
参
拝
を
終
え
た
ご

利
用
者
を
出
迎
え
、「
お
み
く
じ
」
を
引
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
何
が
当
た
る
か
一
年
の
運
だ
め
し
。
皆

様
、
大
吉
や
小
吉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。 

             

作
品
展
の
ご
案
内 

ご
利
用
者
の
皆
様
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
作
成
し

た
様
々
な
作
品
を「
瀬
音
の
湯
」に
展
示
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

お
忙
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
ご
利
用
者
様
が
入
所
ご

利
用
中
に
頑
張
っ
た
成
果
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

場 
 

所 
 

あ
き
る
野
市
乙
津
五
六
五
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
瀬
音
の
湯
」
館
内
通
路 

 

営
業
時
間 

十
時
〇
〇
分
～
二
十
一
時
〇
〇
分
ま

で 

毎
週
火
曜
日
休
館 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

           

  

           

介
護
保
険
証
の
更
新
手
続
き
は
お
早
め
に 

ご
利
用
者
の
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
か
ら
、
有
効
期
限

二
ヶ
月
前
に
更
新
手
続
き
の
申
請
書
類「
介
護
保
険
（変

更
・更
新
）申
請
書
」が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
速
や
か
に
市
区
町
村
に
ご
提
出
し
て
頂
く
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。  

更
新
手
続
き
が
遅
れ
、
認
定
有
効
期
限
が
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
す
と
、「
新
た
な
要
介
護
度
」
が
決
ま
ら
な
い
た
め

に
、「
保
険
請
求
、
利
用
料
の
請
求
、
今
後
の
方
向
性
の
支

援
」な
ど
が
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
介
護
認
定
の
結
果「
要

支
援
」と
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、
入
所
の
継
続
が
出
来
ず

退
所
と
な
り
ま
す
の
で
、「
介
護
保
険
の
更
新
手
続
き
書

類
」が
郵
送
さ
れ
ま
し
た
ら
、
直
ぐ
に
申
請
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。 

                       
 

 

《
面
会
中
止
の
お
知
ら
せ 

》 

次
の
日
程
は
ご
面
会
は
中
止
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、 

ご
面
会
の
ご
予
約
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ

い
。  

 
 
 

二
月 

二
日
（
日
） 

 

二
月
二
十
三
（
日
） 

 

 

ご
迷
惑
お
か
け
し
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

初
午
と
は 

初
午
の
始
ま
り
は
、
和
銅
四
年(

七
一
一
年)

二
月

の
初
午
の
日
に
、
稲
荷
神(

い
な
り
し
ん)

が
稲
荷
山

（ 

伊
奈
利
山
）に
降
り
立
ち
、
伏
見
稲
荷
大
社
に
初

め
て
祀
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
記

念
し
て「
初
午
」は
稲
荷
信
仰
の
象
徴
的
な
日
と
な

り
、
以
後
、「
稲
荷
さ
ん
」の
名
で
お
な
じ
み
の
全
国

の
稲
荷
神
社
で
祝
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
稲
荷
神(

い
な
り
し
ん)

は
農
業
や
商
業
の
神

様
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
神
の
使
い

が「
狐
」。
狐
の
好
物
が
油
揚
げ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

初
午
に
は
、「
油
揚
げ
」や「
い
な
り
寿
司
」を
奉
納
す

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

旧
暦
二
月
の
初
午
の
日
は
今
の
三
月
に
あ
た
り
、

ち
ょ
う
ど
田
ん
ぼ
や
畑
の
準
備
を
始
め
る
時
期
だ
っ

た
た
め
、
豊
作
を
願
っ
て
稲
荷
神
社
に
参
拝
す
る
習

慣
が
で
き
た
よ
う
で
す
。 

ち
な
み
に
、
稲
荷
の
名
は
稲
作
の「
稲
が
な
る
こ

と
を
意
味
す
る「
い
な
り
」か
ら
、
五
穀
豊
穣
や
商
売

繁
盛
、
家
内
安
全
を
祈
願
し
て
、
各
地
の
稲
荷
神
社

で
お
祭
り
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
二
月
の
最
初
の
午
の
日
が
初
午
な
の
で
、
日

付
は
毎
年
か
わ
り
ま
す
。 

 

令
和
七
年
の
初
午
は
二
月
六
日
（ 

木
）で
す
。 

 

 


